
　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
決
議
・
意

見
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書

は
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
区
立
湯
河
原
区
民
保
養
所

委
託
業
者
選
定
を
め
ぐ
る
議
員
汚
職

事
件
は
、
足
立
区
議
会
始
ま
っ
て
以

来
の
不
名
誉
な
事
件
と
し
て
議
会
の

歴
史
に
汚
点
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

今
回
の
事
件
で
は
、
区
民
の
区
政
に

対
す
る
信
頼
を
損
な
う
と
同
時
に
、

そ
の
監
視
す
る
立
場
に
あ
る
議
会
に

対
し
て
の
不
信
を
も
招
い
て
し
ま
っ
た
。

　
足
立
区
議
会
で
は
、
事
件
の
発
覚

直
後
か
ら
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
の
事
件
の
全
容
解
明
に
あ
た
る
と

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
再

び
起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
足

立
区
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
我
々
議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ

た
、
人
格
・
識
見
と
も
に
す
ぐ
れ
た

代
表
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
こ
と
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
議
会

制
民
主
主
義
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、

議
会
政
治
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
主
権

者
で
あ
る
区
民
の
信
託
に
よ
り
、
そ

の
代
表
と
し
て
、
区
政
に
携
わ
る
権

能
と
責
務
を
有
す
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
、
公
正
、
公
平
、
誠
実
を
旨
と

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
着
実
な

実
施
と
議
会
の
透
明
性
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
厳
格
な
倫
理
意
識

を
持
ち
、
そ
の
使
命
の
達
成
に
邁
進

し
、
区
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
い

く
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

足
　
立
　
区
　
議
　
会

　
足
立
区
に
お
い
て
も
農
地
・
農
家

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
な

ど
が
深
刻
化
し
て
お
り
、「
持
続
可
能

な
都
市
農
業
」
を
実
現
す
る
本
格
的

な
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
次
に

掲
げ
る
抜
本
的
な
都
市
農
地
保
全
・

農
業
振
興
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
新
法
制
定
も
視
野
に
入
れ
た
抜

　
本
的
な
都
市
農
業
政
策
を
確
立
す

　
る
こ
と
。

２
　
市
街
化
区
域
内
に
農
地
を
持
つ

　
農
家
が
持
続
的
に
農
業
を
営
む
こ

　
と
の
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
。

３
　
農
業
法
人
の
設
立
が
円
滑
に
行

　
え
る
よ
う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

４
　
新
た
な
「
担
い
手
」
制
度
を
創

　
設
す
る
こ
と
。

５
　
市
民
参
加
型
農
業
、
学
童
農
園

　
な
ど
を
通
じ
た
食
育
を
推
進
す
る

　
こ
と
。

６
　
関
係
省
庁
に
よ
る
都
市
農
業
政

　
策
の
横
断
的
な
検
討
機
関
を
設
置

　
し
、
平
成
１８
年
度
中
に
成
案
を
得

　
る
こ
と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

　
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
少
子
化
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
依
然
と
し

て
少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
お
ら
ず
、
施
策
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
総
合
的

な
少
子
化
対
策
と
し
て
次
の
施
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
抜
本
的
な
児
童
手
当
の
拡
充

２
　
出
産
費
用
等
の
負
担
の
軽
減

３
　
子
育
て
世
帯
向
け
の
住
宅
支
援

４
　
保
育
シ
ス
テ
ム
の
充
実

５
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
等

　
の
充
実

６
　
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
図
れ
る

　
働
き
方
の
見
直
し

（
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣(

少
子
化･

男
女
共
同
参
画)

、

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

　
平
成
１２
年
の
都
区
制
度
改
革
に
よ

っ
て
、
特
別
区
は
、
名
実
と
も
に
基

礎
自
治
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
２３
区
に
は
、
清
掃
事
業

等
が
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
都
区
財

政
調
整
に
関
す
る
主
要
５
課
題
が
解

決
さ
れ
な
い
ま
ま
積
み
残
さ
れ
今
日

ま
で
き
ま
し
た
。

　
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
必
要
な
財

源
と
権
限
が
確
実
に
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
、
真
の
基
礎
自
治
体
と
は
言
え

る
の
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
時
点
に
お
い
て
、
都
と
区
で
合

意
さ
れ
た
事
項
は
、

⑴
事
務
配
分
、
特
別
区
の
区
域
の
あ

　
り
方
、
税
財
政
制
度
な
ど
を
今
後

　
の
検
討
課
題
と
し
て
整
理
し
て
い

　
く
こ
と

⑵
平
成
１８
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議

　
に
お
い
て
、
清
掃
関
連
経
費
及
び

　
小
・
中
学
校
改
築
に
係
る
課
題
を

　
整
理
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
１８
年

　
度
に
限
り
財
政
調
整
交
付
金
と
は

　
別
に
２００
億
円
を
特
別
交
付
金
と
し

　
て
設
け
る
こ
と

⑶
三
位
一
体
改
革
の
影
響
へ
の
対
応

　
と
し
て
、
調
整
率
の
２
％
ア
ッ
プ

　
に
つ
い
て
は
、
影
響
の
全
体
像
を

　
見
極
め
、
平
成
１９
年
度
財
調
協
議

　
で
合
意
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

　
以
上
の
と
お
り
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
、
事
実
上
先
送
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
早
急
に
解
決

す
る
こ
と
は
、
都
民
・
区
民
の
生
活

の
向
上
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
広
域
自
治
体
で

あ
る
東
京
都
と
基
礎
自
治
体
で
あ
る

特
別
区
が
連
携
・
協
力
し
、
住
民
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。

　
足
立
区
議
会
と
し
て
は
、
平
成
１９

年
度
以
降
、
必
要
十
分
な
配
分
率
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
各
区
の
自
主
性
を
発
揮

し
つ
つ
、
強
力
に
連
携
し
、
区
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
不
退
転
の

決
意
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。要請書を提出


